














祖院を訪れた時に入手した絵葉書の表紙です。今回の発表のために、 先月、 能登の總持寺祖院へ資料収集のために行ってまいりましたが、門前町の街並は地震のため一変していました。しかし、總持寺 伽藍は外見上、ほとんど変わっ
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ていないように見えました。次のスライドは、總持寺祖院の仏殿（本堂）の工事中の写真です。青いシートの部分が五十センチぐらい上げられた床で、その下には崩れた土砂が入っていました。他も工事中の場所があり、地震の痕跡がまだ境内に残って ました。このスライドは、古い三松関という山門の写真です。現在と全く同じで、この山門を祖院詰の在田證宗師と川口亮純師の両師（等）が、明治四十四年十月三十日に二祖の御真牌等を奉安して鶴見總持寺に向けて出立いたしました。実際に御真牌を持って出立したかどうかは、わかり せん お二人だけで、たくさんの御真牌を持って行ける量ではな からです。これから『大本山鶴見 団体参拝記録』が出てまいりますが、その文章から推測してお二人だけ 御真牌等を護持して神奈川県最乗寺まで旅するのは無理かと思います。また、当然重要な御真牌が祖院から出るわけですから記録もある筈です。しかし 私には真相がわかりません。次のスライドをお願いします。この『東京朝日新聞』 は「三十日 能登を出た」とあり 「十一月四日に松田停車場に最乗寺の僧侶がお二人を迎え、 御真牌と共に行列を組んで大雄山に上山 た」と伝えています。しかし、 国会図書館の『北國新聞』を丹念に調べてまいりますと、 「十月二十六日に能登か 御真牌が大雄山 届いている」とも書かれています。また『中外日報』は十一月三日に出立、 『横浜貿易新報』は二百名の僧侶と出立したとあります。
さて、能登では参拝団一行が組織され、団体一行は能登の櫛比村（總持寺）を出発し、穴水を経由して七尾の霊泉




で書かれ、私でも読めます。一番端が抜けていますけども、 「霊泉寺」という文字が見えます。団体一行はこの霊泉寺に一度集合して出立しています。この記録によりますと、穴水で集まり、更に七尾で団体一行全員が集合いたします。金沢駅では、駅長がお迎えしています。ここでまた点呼が行われて、米原駅で乗り換えて、名古屋へ向かっています。名古屋 全員下車します。名古屋では萬松寺における鶴見總持寺仏殿の工事現場を見学し 熱田神宮、名古屋城なども訪れています。その後、東海道線を上り、本来だったら、御殿場線の松田駅で降り、大雄山最乗寺に登る予定でした。しかし、列車が遅れ、降りることができません し 。五日の朝四時頃、国府津駅へ黒煙を出しながら入線した光景を、当時の新聞『横浜貿易新報』が伝えてい す。国府津駅では 大雄山最乗 から行列を組んで、御真牌を護持してきた在田・川口両師一行らを待機していました また、石川素童禅師らは国府津 前の案下所で前日から待っておりま 二祖の御真牌等を護持 て乗車しました石川禅師らの特別臨時列車と参拝団の団体列車と連結して鶴見へ向けて発車しました。今、 『参拝団記録 を、少 ずつ丹念 読んでいるところです。
次のスライドは、現在の穴水駅です。当時は穴水駅がありませんでした。これから十一月四日、五日、六日の穆山
禅師さんのお葬式までを説明し が、まず、参拝団一行の道順を辿ってみ いと思い す。現在 輪島駅は列車は走っておりません。 「道の駅」 に ってい す。穴水が始発で金沢方面へ向かいます。次 スライドをお願いします。これは現在の名古屋・萬松寺前の賑やか 「万松寺商店街」です。この萬松寺に団体一行は寄っています。このスライドは当時の萬松寺で、上の方には「名古屋萬松寺ニ於ケル仏殿ノ起工式」と説明されて ます。この起工式後の總持寺仏殿の工事風景を、団体の皆さん 見学 、名古屋の丁寧寺、萬松寺 近くの旅館などに分宿して泊 り、熱田神宮、名古屋城など名古屋市内を遊覧観光しています。
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（総合司会：関根先生の御発表の途中でございますけれども、少々お時間をいただきたいと思います。現在、私の時計でございますと、電波時計、二時四十五分でございます。間もなく二時四十六分になります。ちょうど三か月前のこの日、 この時間に東北地方を中心とした大震災が起こり、 多数の方が亡くなられ した。その方々のご冥福を祈り、黙祷を捧げたいと思います。どうぞご起立ください。東日本大震災により、命を落とされた方に。 「黙祷」 。おなおりください。どうもありが うございました。では、関根先生、よろしくお願いいたします。 ）
それでは、名古屋の萬松寺から国府津駅までの団体一行の経路を辿ってみます。名古屋を出発し、豊橋駅と静岡駅
でお弁当を買っています。まだ丹那トンネルが出来ていませんので、御殿場線を通り松田駅で下車する予定でした。しかし、予定通りに参り せんでした。本来なら大雄山最乗寺に寄り、在田・川口両師や御真牌と一緒に国府津駅へ行列をな て向かう予定でした。先述の新聞記事のように四日には、在田証宗師と 亮純師が松田駅に着いております。松田駅までお二人を最乗寺さんがお迎えに来ます。人力車等でお迎え、御真牌を奉安して、一行は悪路を通って最乗寺に上がっています。最乗寺では盛大な歓迎の儀式が営まれます。その時 お二人が今上陛下 尊 や御真龕に安置した御真牌を本当に持っていったか、 それともすでにこれらが到着していたかの疑問 残ります。 『読売新聞』は、松田駅から最乗寺までの行列が詳しく報道されていま 。こ スライドは当時の最乗寺です。次のスライドをお願いします。これは の住職である石川素童禅師さんが中央におり、最乗寺境内で撮った写 です。次のスライドは『東京朝日新聞』の記事で、 「能登の別院よ 御祖の御真龕等を奉じて松田駅に到着し、大雄山で大衆四来 僧侶が歓迎した」と報じています。この記事によ ますと、石川禅師猊下が大雄山に上っ 国府津駅ま 行列に加わってきたように読め が、それは誤り と思います。次のスライドは老杉に囲まれた 参道入口
御移転の真実を語る資料――遷祖式を中心として
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では、紫雲台石川素童猊下が蔦屋を案下所として待っていますから、先ほどの新聞記事とは違っています。このスライドは当時の国府津停車場 す。駅前には日露戦争頃ですので 馬が繋がれています。次のスライドは駅前の光景で、待合所があり、こんな雰囲気でした 更に、次のスライドは国府津駅前の旅館「蔦屋」 ことが載っている新聞記事です。次の二つのスライドは国府津駅前 蔦屋本館と別館です。紫雲台猊下 案下所は、蔦屋別館 当てられていたよう 玄関 後から増設された本館で、今はマンションになっており、面影は全くありません 石川禅師さん蔦屋の本館に宿泊しています。次のスライドは 『東京朝 新聞』に載っ る「最乗寺から鶴見の遷祖式まで」の詳しい十一月六日の記事です。次のスライドが当時 国府津駅前の配置図 、黄色の部分が蔦屋 す。現在は当時の様子を知る人はいませんでした。その次のスライドをお願いします。これは『跳龍』の記事です。ここに時間が書いてありますが、最初に二宮駅に停まって、一行を大応寺さんたち お迎え ます。その次 スライドは、大園玄致禅師石川素童貫首のお姿でございます。次のスライドの地図に示し 緑色の線が大雄山から鶴見駅までの部分 この線を特別臨時列車が通りました。国府津駅を出発しますと、特別臨時列車 二宮駅で禅師さんらは降 ホームで大応寺や関係の方々にご挨拶をし、 また茅ヶ崎駅でも降りて、 海前寺の送迎関係者にご挨拶し す。更に、 程ヶ谷駅神奈川駅でもご挨拶をしています。見 くいかもしれませ が、東京駅 まだこの路 図にはあり せん。現在 横
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た。まず、伊藤平左衛門帝室技芸員が 高台まで登ります 途中の高台で古式に則った儀式を行います。このスライドには 高台には五色の旗が立てられ、威儀を正した棟梁たちが登る姿が写っています。次 スライド は、その上棟式の様子を記した『参拝記録』です。次のスライドも上 式を伝える『横浜貿易新報』の記事です。スライドをお願いします。 これは真柱を数人の法被姿の棟梁が担ついで登っている風景です。 次のスライドをお願いします。高台での儀式の写真です。次の写真とそ 次の写真も高台における儀式の光景です。次のスライドは 『東京朝日新聞』に掲載された放光堂を高台の途中から撮った写真 す。
次に、翌日の六日に西有穆山禅師さんの荼毘式が行われました。このスライドは故西有穆山 荼毘式の様子につい
て示したものです。すでに西有禅師さんは、明治四十三年十二月四日に亡くなっ おり、十二月八日に横浜西有寺で密葬を済ませておりました。これから總持寺で本葬式を行うと うので、お弟子さん等がたくさん参列しました。儀式が少し遅れてしまい、午後には強風が起ってテントが飛ばされるという事故 起りま 。そのことが書かれている新聞記事が次のスライドです。実 、大本山總持寺を鶴見への移転を決定した禅師様である西有穆山師のお墓が、現在何処にあるかわかっ せん 次のスライドをお願いします。 西有禅師さんの生前 お姿 当時の新聞 『中外日報』によりますと、 古砧壇に埋葬されたとあり すが、 現在 その辺り 体育館や三松閣や成人学校 建物 建っ
御移転の真実を語る資料――遷祖式を中心として
― 33 ―
ており、わかりません。この間、横浜元町の西有寺にも行って参りましたが、そこにはお墓はあるものの「お骨はありません」との回答でした 次 スライドをお願いします。これは当日の穆山禅師さんの茶毘式の様子を示したものです。外国大使が仏教のお葬式に大変興味を持たれて、写真を撮りにやってきています。御本山の方に見つかりまして、 「どうぞ、こちらへ、こちらへ」と言われて困ったような記事が見られ す。その次のスライドをお願いします。穆山さんの茶毘式の様子を詳しく伝えた新聞記事です。重複しますが、二時頃、放光堂から埋葬場所へ向かおうと出ようとしますが、強風で出られませんでし 。三時になり、やっと行列 組んで出ることができました。夕方に埋葬が行われたとありますから 十一月ですの 、もう暗くなりつつあ た頃と思われます。それでは、お願いします。これは西有穆山禅師 總持寺予定地を内密に成願寺の加藤海応住職や栗山泰音師らのご案内で視察している写真です。こ に人力車が写っております。それでは、最後に近い写真をお願いします。 の写真は石川素童禅師さんを中心にし 御移転 記念写真とい れているスライドです。一方では、この写真は土地の移転 終った記念写真とも言われています。 次 スライドをお願い す。 今回主 用いた新聞などの資料の一覧です。 次も同じです
これで私の拙い発表は終りです。お聞き頂きありがとうございました。先ほどのお二人の先生と違って、門外漢の
私が見た總持寺の移転観です。是非、御移転百年を記念して、總持寺が百年前の賑わいを再び取り戻し、現在 日本人の「心の支え」になって欲しいと願っ います。本日はご聴講いただき誠にありがとうございま た。
　
